
令和８年熊本地震について 

 

 

令和８年７月28日に発災した震度７の地震により被災された皆様に心からお見舞いを申

し上げます。また、その後の災害支援活動に尽力いただいている全ての皆様に心から感謝申し

上げます。 

 

猛暑続きの熊本における避難生活、支援活動は過酷を極めています。一方で、県内広域に生

活インフラの停止や流通の混乱などがあり、建物被害は無いが水が使えない、食べ物の確保が

出来ないなど、震源から離れた地域においても影響が続いております。 

熊本県介護福祉士会として発災直後から、行政や被災地域の役員や会員からの情報収集、

または他団体との支援体制構築、道路をはじめとするルートの確認、活動拠点の確保等のため

の協議を行っております。 

 

多くの皆様から、支援活動のお問合せや、支援物資のお申し出をいただいており、大変あり

がたく思っております。一方で、過去の被災経験の振り返りから、過不足のない活動や物資の

配布を行う必要性があると思います。ボランティアセンターの立ち上げや、避難所の受け入れ

環境もまだ十分整っていない所も多く、余計な混乱を招かないことも被災地支援として重要

なことであるとご理解いただけると幸いです。 

今後、段階に応じた支援活動のお願い等を、熊本県介護福祉士会の公式ホームページ、フェ

イスブック、インスタグラムで適宜お知らせする予定です。義援金・支援金、支援物資について

のお願いは、日本介護福祉士会を通じて各都道府県介護福祉士会にアナウンスされますので、

そちらをご確認ください。今後とも、ご理解とご協力の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

一般社団法人熊本県介護福祉士会 会長 石本淳也 役員一同 

 


